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橋口 忠典, 森 広樹, 朝倉 孝延, 菅原 友樹, 内田 隆行, 柴本 峰彩子, 吉野 耕平, 藤原 大介, 尾崎 麻子, 那須 元美, 橋本 貴史, 國安 哲史, 富田 夏実, 川崎 誠治, 坂本 
一博, 福永 哲, 村上 康二, 鶴丸 昌彦, 梶山 美明.術前PET-CT診断における食道癌深達度診断の可能性について.第118回日本外科学会定期学術集会 2018/4/1

Kamiya K, Okada N, Sawada K, Morita K, Morita S, Kawakami S, Suzuki Y, Amemiya S, Mori H, Kunimatsu A, Kamagata K, Hori M, Aok S, Kasai K, 
and Abe O. Studying disease-related brain alterations in bipolar disorder with combined analysis of DKI and VBM. 第3回 Japanese Chapter of ISMRM. 
名古屋、2018.12.22-23

和田 昭彦、ディープラーニングを用いた認知症脳血流SPECTの血流低下パターン分類、第1回日本医用画像人工知能研究会学術集会（第54回日本医学放射線学会秋季臨床大
会）、福岡、2018.10.6

Hara S，Tanaka Y, Hori M, Inaji M, Maehara T, Aoki S, Ishii K, Nariai T. ベイズ推定法を用いた脳灌流MRIによる慢性期脳血管障害患者の脳血流比較、第77回学術総
会日本脳神経外科学会、仙台、2018.10.10-13

前川朋子、堀正明、Christina Andica、萩原彰文、堀田萌子、春山拓也、越野沙織、池之内穣、入江隆介、神谷昂平、村田勝俊、和田昭彦、青木茂樹、脳腫瘍における
Oscillating gradient spin ehco(OGSE)法を用いた拡散時間依存性の検討：Atypical teratoid /rhabdoid tumorでの経験、第13回小児神経放射線研究会、京都、
2018.10.13

西澤麻理子、藤榮　博史、八代　大祐、岡田　慎悟、加藤　仁美、桑鶴　良平: セルトリ・ライディッヒ細胞腫の1例. 　第32回日本腹部放射線学会  鎌倉　2018/5/26-27

岡田慎悟、宇田川剛史、田畑孝純、桑鶴良平：腎癌に対するMRI下凍結療法の初期経験．第30回関東IVR研究会　品川　2018/7/7

加藤仁美：子宮筋腫に対する子宮動脈塞栓術の有効性について．第43回日本外科系連合学会学術集会、虎ノ門ヒルズフォーラム、2018年6月23日

大図ひろみ：乳腺PASHの1例,第54回 日本医学放射線学会秋季臨床大会,福岡,2018年10月5日

八代大佑：乳癌との鑑別が問題となった乳腺アミロイドーシスの一例　第454回日本医学放射線学会関東地方会定期大会, 東京, 2018年12月8日
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中西　淳、前頭側頭型認知症の画像診断、第77回日本医学放射線学会総会、横浜、2018.4.12-15

青木　茂樹、アンディカ　クリスティナ、萩原　彰文、小児の為に役立つ脳MRIの最近の進歩：静音技術とSynthetic MRIを中心に、第60回日本小児神経学会学術集会、千葉、
2018.5.31

青木　茂樹、脳におけるDeep Learning ReconstructionとHigh Gmaxのインパクト、第46回日本磁気共鳴医学会大会、金沢、2018.9.7

堀　　正明 、Kyenote Lecture for SyMRI, MRF and QSM SyMRI, MRF, QSMについて、第46回日本磁気共鳴医学会大会、金沢、2018.9.7

萩原　彰文、SyMRIで得られる定量値の標準化と、新しい3D SyMRIでの初期経験、第46回日本磁気共鳴医学会大会、金沢、2018.9.8

発表者名、演題、学会名、場所、発表年月日等

堀　正明、臨床の立場からの期待と要望、第77回日本医学放射線学会総会、横浜、2018.4.14

堀　正明、Simultaneous Multi-Sliceを用いた脳神経領域の臨床および研究用MRI撮像、第77回日本医学放射線学会総会、横浜、2018.4.14

隈丸　加奈子、自分らしく働くための5大原則-心臓画像研究の話を中心に-、画像診断初期セミナー2018 第2回、京都、2018.6.5

鎌形　康司、拡散ＭＲＩの新しいポテンシャル、第77回日本医学放射線学会総会、横浜、2018.4.12

萩原　彰文、最近のCT及びMRIでのJ-QIBAの動向(特にsynthetic MRIについて）、第77回日本医学放射線学会総会、横浜、2018.4.13

萩原　彰文、Synthetic MRIによる定量評価の可能性、The Future of Quantitative MRI、東京  2018.4.15

神谷 昂平、Common disease でみる読影の学び方考え方、第 14 回 前期臨床研修医のための画像診断セミナー、東京、2018.6.10

萩原　彰文、人工知能のココが知りたい！セッション-AI画像診断:QIBAの視点から、JCRミッドサマーセミナー2018 (日本放射線科専門医会・医会)   神戸、2018.7.20  

隈丸　加奈子、First time right、Philips Summer Seminar 2018 〜画像診断エキスパートのこれから、東京、2018.7.21

隈丸　加奈子、冠動脈CT画像からのFFR推定〜人工知能の活用も含めて〜、第27回日本心血管インターベンション治療学会、2018.8.3	

隈丸　加奈子、CT-FFR、国際脈管学会（ICA2018）、2018.8.20
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村上康二、PET読影の基礎、　東海PET読影セミナー　名古屋市、2018/2/3

村上康二、明日から役に立つPETにおけるピットフォールの見分け方、名古屋PET症例検討会、　名古屋市、2018/2/3

八代大佑,乳癌との鑑別が問題となった乳腺アミロイドーシスの一例,第454回日本医学放射線学会関東地方会定期大会,東京,Dec.8.2018

越野　沙織、OGSEの現状と今後の展望、第46回日本磁気共鳴医学会大会、金沢、2018.9.8

隈丸　加奈子、Value Based Imaging in the New Era of Healthcare Systems、第54回日本医学放射線学会秋季臨床大会、福岡、2018.10.6

隈丸　加奈子、冠動脈CT評価の適応と評価法、第54回日本医学放射線学会秋季臨床大会、福岡、2018.10.6

神谷 昂平、Diffusional kurtosis imaging and white matter microstructure modeling in a clinical study of major depressive disorder. 第3回 Japanese 
Chapter of ISMRM (Ogawa Seiji Prize Award Lecture). 名古屋、2018.12.22-23

越野　沙織、Deep Learning based Computer-Aided Detection of Unruptured Cerebral Aneurysms、 AIMS Neuroimaging, Chicago, USA, Nov 27, 2018

入江　隆介、Deep learning-based image classification -focusing on iNPH and AD-. AIMS Neuroimaging, Chicago, USA, Nov 27, 2018

萩原　彰文、Synthetic MRIの基礎と応用、日本磁気共鳴医学会 第22回MR実践講座「新技術の臨床応用」、東京、2018.12.8

隈丸　加奈子、データが拓く次世代医療イノベーション、Hitachi Social Innovation Forum 2018 TOKYO  2018.10.19	

神谷 昂平、Limitations and pitfalls in the dMRI models of white matter. つくばMR懇話会、つくば、2018.11.9

堀　正明、脊椎脊髄MRI：ルーチンから定量的撮像まで、第60回北海道脊椎脊髄疾患研究会、北海道、2018.11.10

鎌形　康司、Connectome Analysis、第 58 回日本核医学会学術総会、沖縄、2018.11.16

村上康二、消化器腫瘍におけるPETの使い方、　鴨川PETセミナー  京都市、2018/4/6

村上康二、PET/CTの読影、レポートの書き方、第18回日本核医学会春季大会PET研修セミナー　東京都、2018/5/13

隈丸　加奈子、AIによる冠動脈CTAの評価、第18回循環器MDCT研究会、2018.11.17
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区分 番号 国際共同

その他
（広報活動を含む）

1

その他
（広報活動を含む）

2

その他
（広報活動を含む）

3

その他
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5
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6
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8

その他
（広報活動を含む）

9

その他
（広報活動を含む）
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村上康二、Whole-body Dynamic PET の基礎と臨床応用　PETサマーセミナー2018　山口市、2018/8/25

村上康二、FDG画像診断の注意点とピットフォール　RI画像処理勉強会　東京都、2018/9/11

村上康二、薬剤誘引性FDG集積の3例　第15回TOPIC　東京都、2018/9/22

入江隆介、平成30年度科学研究費助成事業若手研究(B)、17K16486、次世代拡散MRIによる突発性⽣常圧水頭症の病態解明、直接（800千円）間接（240千円）

鈴木通真、平成30年度科学研究費助成事業基盤研究(C)、18K07691、サイレントMRIによる金属アーチファクトを減じた撮影法の確立と臨床評価、直接（1,000千円）間接
（300千円）

前川朋子、平成30年度科学研究費助成事業若手研究、18K15643、ミエリンイメージングによる神経脱髄疾患の可視化と診断への臨床応用、直接（1,100千円）間接（330千
円）

発表者名・著者名、活動内容・タイトル等、掲載・発表情報等

Koshino S, Choppin A, Kunimatsu A, Hagiwara A, Toyonori S, Takemori M, Abe O, Aoki S. Travel Award Program for Students
Deep Learning based Computer-Aided Detection of Unruptured Cerebral Aneurysms. Ragiological Society of North America 104th Scientific Assembly 
and Annual Meeting. Chicago, IL 2018.11.29

堀正明、平成30年度科学研究費助成事業基盤研究(C)、16K10328、マルチモーダル磁気共鳴イメージングを用いた脊髄脊椎疾患の評価法の確立、直接（800千円）間接（240
千円）

和田昭彦、平成30年度科学研究費助成事業基盤研究(C)、18K07730、脳ネットワーク解析を用いた慢性疼痛における下行性疼痛抑制系の検討、直接（2,000千円）間接
（600千円）

鎌形康司、平成30年度科学研究費助成事業若手研究(B)、16K19854、革新的拡散MRI技術、神経突起イメージングによるパーキンソン病の病態解明、直接（900千円）間接
（270千円）

村上康二、ガイドラインに基づいたPET/CTの使い方　第42回三重総合画像研究会　津市、2018/6/29

村上康二、診療ガイドラインに基づいたPET/CTの使い方　北和地区PET/CT講演会　奈良市、2018/12/5

Kamiya K, Okada N, Sawada K, Morita K, Morita S, Kawakami S, Suzuki Y, Amemiya S, Mori H, Kunimatsu A, Kamagata K, Hori M, Aok S, Kasai K, 
and Abe O. Seiji Ogawa Prize Award Ceremony Honorary Lecture of Seiji Ogawa Prize Winner　awarded paper "Diffusion kurtosis imaging and white 
matter microstructure modeling in a clinical study of major depressive disorder" 第3回 Japanese Chapter of ISMRM. 名古屋、2018.12.23

青木茂樹、平成30年度科学研究費助成事業基盤研究(B)、18H02772、次世代拡散MRIによる脳微細構造の観察と定量化:従来法の概念の一新、直接（5,700千円）間接
（1,700千円）

隈丸加奈子、平成30年度科学研究費助成事業若手研究(B)、16K19176、日本で画像検査の適応を効果的に改善させる介入プログラムの研究、直接（700千円）間接（210千
円）

村上康二、読影の実践　〜腹部（消化管・肝胆膵）〜　第11回PET/CT読影セミナー　東京都、2018/5/20
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山岸亮平,PI-RADS version2に基づく前立腺MRI診断,Urayasu Urology & Radlology Meeting,千葉,Apr.11.2018

白石昭彦　平成30年度 第一回東京都マンモグラフィ読影講習会　講師　府中市　2018年7月7日（土）〜8日（日）

白石昭彦　第29回乳がん検診用マンモグラフィ読影に関する講習会　講師　東京　2018年１月13日（土）〜14日（日）

白石昭彦　第４回東京都予防医学協会乳房超音波医師講習会　講師　御茶ノ水　2018年3月11日（土）〜12日（日）

桑鶴良平：質疑応答（回答者）「58 腎血管筋脂肪腫に対するinterventional radiologyの役割」．日本医事新報，2018； 4931:58-59

桑鶴良平：脳疾患の予防―脳卒中の現状と脳ドック画像診断の実際．ING，2018; 17:21-23

桑鶴良平，倉田聖，伊田勝典，木暮陽介：〔座談会〕血管外漏出発⽣頻度０％への挑戦　⽣理食塩液を本検査前に試験的に注入する方法の有用性について．Rad Fan 8月
号，2018; 16(9):2-7，メディカルアイ

桑鶴良平：〔特集１〕放射線科医の働き方改革とは？　常勤医の院外読影と今後の放射線診断専門医による勤務形態の広がりについて．Rad Fan 8月号，2018; 16(9):33-
35，メディカルアイ

吉田茉莉子、平成30年度科学研究費助成事業基盤研究(C)、16K10327、多発性硬化症、視神経脊髄炎における次世代拡散MRIの応用、直接（1,300千円）間接（390千
円）

佐藤香菜子、平成30年度科学研究費助成事業若手研究(B)、16K19853、透明化脳と拡散MRIによる脳の加齢・変性における検討：病理と画像の3次元的対比 直接（1,000千
円）間接（300千円）

萩原彰文、平成30年度科学研究費助成事業若手研究(B)、16K19852、Synthetic MRI・定量MRIによる最適コントラストの創出と病変解析、直接（800千円）間接（240千
円）

富澤信夫、平成30年度科学研究費助成事業若手研究、18K15605、64列CTによる心臓CTの開発と糖尿病患者での予後予測因子の確立、直接（1,700千円）間接（510千
円）

神谷昴平、平成30年度科学研究費助成事業基盤研究(C)、18K07729、拡散MRIの白質モデル解析：臨床的撮像時間での実用性と正確性の両立へ、直接（1,000千円）間接
（300千円）

越野沙織、平成30年度科学研究費助成事業若手研究、18K15564、短い拡散時間を用いた拡散MRIによる鑑別診断のための基礎的検討と臨床応用、直接（1,300千円）間接
（390千円）

桑鶴良平、平成30年度科学研究費助成事業基盤研究(C)、18K07645、腎血管筋脂肪腫の合併病変による自然史の違いに関する検討．

原祥子、平成30年度科学研究費助成事業若手研究(B)、16K19995、もやもや病における拡散MRIの臨床的意義確立、直接（900千円）間接（270千円）


	業績入力シート

